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３月１日から８日は
「女性の健康週間」です

３月は「自殺対策強化月間」です

健幸通信
じゃがじゃが

　女性が生涯を通じて、健康で明るく充実した
日々を自立して過ごすことを総合的に支援するた
め、厚生労働省はこの期間を「女性の健康週間」
と定めています。
　女性の健康づくりを考える中で、生活習慣のこ
と・こころの健康などさまざまなことが挙げられ
ますが、今回は女性特有のがんである子宮頸がん・
乳がんについてお話ししたいと思います。
　子宮頸がんは20歳代から、乳がんは40歳代から
急増しています。これらのがんは、早期発見・早
期治療すればそのほとんどが治るといわれていま
すが、本市のがん検診受診率は、国が目標として
掲げる50％に達していない状況です。この機会に、

ご自身の健康について考えてみませんか。
　今年度の子宮頸がん・乳がん検診は３月末までと
なっています。まだの方はぜひ検診を受けましょう。
　さらに、2１歳の方（令和４年４月１日時点）は
子宮頸がん検診が、4１歳の方（令和４年４月１日
時点）は乳がん検診が無料で受けられます。
　受診できる医療機関や料金などの詳細について
は、「受診券」および「令和３年度 健（検）診ガイド」
に記載しておりますのでご確認ください。

※ 検診受診の際には受診券が必要となります。紛
失された場合は再発行いたしますのでご連絡く
ださい。

女性の健康週間とは？

　新型コロナウイルス感染症の影響で、感染への不安に加え、生活の変化から心身にストレスがかかり、
多くの人が大なり小なり感じている「コロナ疲れ」。悪化すると、うつ病などメンタルヘルスの不調や自
殺を引き起こす危険があることが知られています。
　ストレスに負けないように心と体の抵抗力を高める健康習慣を実践していきましょう。

●相談窓口＝�地域生活支援センター「ウィング」（ニシムタ前） 
開設時間：午前８時～午後５時の時間帯で365日開設。

☎71 ‐ 1578または☎72 ‐ 4252
（メール：center-wing@aurora.ocn.ne.jp）

●がん検診に関する問い合わせ先＝医療介護課健康増進係☎72-0333（メール：zoushin＠city.kushima.lg.jp）
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Ｃ
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ら
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、
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検
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Ａ
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Ａ
Ｆ
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。
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ら
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療
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Ａ
Ｆ
Ｌ
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９
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０
０
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滴
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２
、
焼
酎（
２0
度
）：
180
ｍｌ
、
日

本
酒（
14
％
）：
２70
ｍｌ　

1.5
合
）
女
性
＝
２0
ｇ
／
日

未
満
で
す
。
こ
れ
以
下
で
脂
肪
肝
が
認
め
ら
れ
れ

ば
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　
　

�

男
女
の
差
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　

日
本
で
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
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２
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７
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％

　

と
男
性
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。

　

男
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中
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。
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臓
は
沈
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の
臓
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と
い
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れ
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り
、
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と
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症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
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Ａ
Ｓ
Ｈ
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症
状

は
出
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
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肝
硬
変
に
進
行
す
る

と
、
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疸だ
ん

や
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水
が
た
ま
る
こ
と
に
よ
る
腹
満
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が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
症
状
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く

て
も
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
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っ
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可
能
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あ
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ま

す
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で
、
健
康
診
断
な
ど
で
健
康
管
理
を
し
っ
か

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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Ｑ３Ａ３Ｑ４Ａ４＊�新型コロナ関連の情報で
不安になっている人は

信頼できる情報の入手先

厚生労働省が、科学的に根拠
のある情報を提供しています。

新型コロナウイルス
感染症について

＊�夜なかなか�
寝つけない人は

起床時間を守り、３食を規
則正しくとりましょう。
ストレッチや筋弛緩運動で
凝りをほぐしましょう。

＊�ネガティブ思考に�
陥りがちな人は

「楽しい」「気持ちがいい」
と思える趣味や娯楽で心を
リラックスさせましょう。

＊�不安や悩みで押しつぶ
されそうなときは

ためらわずに専門家に相談
しましょう。本市には365
日いつでも面談・電話・メー
ルで相談できる窓口があり
ます。

串間市民病院�内科�
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\ 今
月のドクター /

※ 回線が混み合う場合がありますので、その際は時間を
置いておかけ直しください。
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